
解
雇
さ
れ
て
か
ら
７
カ
月
、

昨
年
10
月
７
日
に
「
地
位
保
全

及
び
賃
金
仮
払
い
処
分
申
立
」

を
名
古
屋
地
方
裁
判
所
に
提
訴

、
10
名
の
原
告
団
と
争
議
支
援

の
仲
間
と
共
に
名
古
屋
地
裁
前

で
の
宣
伝
行
動
や
司
法
ク
ラ
ブ

で
の
記
者
会
見
を
開
き
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
事

件
の
不
当
性
を
訴
え
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
仮
処

分
で
は
こ
れ
ま
で
６
回
の
審
尋

が
行
わ
れ
、
全
国
の
仲
間
か
ら

の
署
名
を
裁
判
所
に
提
出
し
、

裁
判
所
前
や
市
役
所
西
で
の
宣

伝
行
動
を
取
組
ん
で
き
ま
し
た

。
ま
た
地
裁
で
の
本
訴
「
損
害

賠
償
請
求
」
で
の
裁
判
傍
聴
に

全
国
一
般
中
央
の
役
員
及
び
愛

労
連
傘
下
の
組
合
、
愛
知
地
本

の
仲
間

が
多
数

参
加
し

て
い
た

だ
き
毎

回
傍
聴

席
が
埋

ま
る
状

況
を
作

り
出
し

て
い
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
の
原
告

団
か
ら
も
お
礼
の
言
葉
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
争
議
解
決
ま

で
、
愛
知
地
本
と
し
て
物
心
両

面
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
仮
処
分
で
は
い
ま
だ
結
審

が
出
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

４
月
26
日（
月
）宣
伝
行
動

12
時
か
ら
12
時
30
分

地
裁
前

昼
休
み
及
び
市
役
所
西

地
裁
本
訴

14
時
30
分
か
ら
１

１
０
３
号
法
廷

仮
処
分

15
時
か
ら

５
月
８
日（
土
）
ア
ク
リ
ル
支
援
共

闘
会
議
総
会
＆
決
起
集
会

14
時
か
ら

労
働
会
館
本
館
２

階
第
１
・
２
・
３
会
議
室

（
記

執
行
委
員
長
）

第３８号 全労連・全国一般労働組合愛知地方本部機関誌 ２０２１年４月２２日（木）

ア
ク
リ
ル
争
議
勝
利
解
決
に
向
け
て
ご
協
力
を
！

＝ 発 行 ＝

全労連・全国一般
労働組合愛知地方
本部 ＝ 煤本國治

住所：名古屋市熱

田区沢下町９－３

労働会館本館405

全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

四
月
三
〇
日
（
金
）
メ
ー
デ
ー
前
夜
祭

五
月
一
日
（
土
）
第
92
回
メ
ー
デ
ー

五
月
三
日
（
月
）
憲
法
記
念
日
集
会
と

デ
モ

五
月
二
七
日
（
木
）
第
七
回
地
本
執
行

委
員
会

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
始
ま
っ

た
の
が
昨
年
の
一
月
。
既
に
一
年
以
上

経
過
し
て
い
る
の
に
収
束
の
気
配
が
見

え
る
ど
こ
ろ
か
、
今
現
在
は
「
第
四
波
」

の
懸
念
。
そ
う
し
た
影
響
で
、
地
本
で

も
旗
開
き
や
評
議
委
員
会
、
職
場
訪
問

な
ど
を
自
粛
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
早

く
普
通
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

（
Ｕ
）

月々５千円から始められる全労連の年金共済
この共済は、組合員の皆さまにゆとりあるセカンドライフを

送っていただくための積立年金制度です。公的年金等の不足

分を補う生活資金作りや教育資金の積立にも活用できます。

春の募集は５月１５日締め切りです。お急ぎ下さい！

★
愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
労
働
者
代
表
委
員
と
し
て

地
本
書
記
長
の
恒
川
氏
を
愛

労
連
は
推
薦
し
ま
し
た
。


